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五
０
０
年
祭
始
ま
る 

  

住
職 

谷
川
寛
俊 

 

い
よ
い
よ
開
創
五
〇
〇
年
祭
が
四
日
間

に
亘
っ
て
始
ま
り
ま
し
た
。
こ
の
五
〇
〇

年
に
縁
を
受
け
た
私
達
は
、
選
ば
れ
た
人

達
ば
か
り
だ
と
信
じ
て
ま
す
。「
よ
く
こ
の

様
な
大
き
な
企
画
が
で
き
ま
す
ね
！
」
と

あ
ち
こ
ち
か
ら
心
の
こ
も
っ
た
驚
嘆
と
も

思
え
る
お
言
葉
を
か
け
て
励
ま
し
て
下
さ

る
方
も
い
ら
っ
し
ゃ
い
ま
し
た
。
有
り
難

い
事
で
す
。 

今
月
は
五
〇
〇
年
祭
の
記
念
法
要
の
慶

讃
文
（
け
い
さ
ん
も
ん
）
を
掲
載
さ
せ
て

頂
き
ま
す
。 

 

●
慶
讃
文 

謹
み
敬
っ
て
勧
請
し
奉
る
南
無
久
遠
実

成
大
恩
教
主
本
師
釈
迦
牟
尼
仏
…
（
以
下
略
）
。

御
宝
前
に
於
て
、
本
日
の
吉
辰
を
卜
（
ぼ
く
）

し
、
玉
蓮
山
真
成
寺
開
創
五
〇
〇
年
の
嘉

辰
を
迎
え
、
檀
信
徒
と
共
に
一
会
の
記
念

法
要
を
厳
修
し
奉
る
。
そ
も
そ
も
当
山
は
、

永
正
十
四
（
一
五
一
七
）
年
、
室
町
時
代 

 

        

後
期
の
開
創
に
し
て
、
初
代
日
等
上
人
は
、

魚
津
市
大
谷
の
郷
（
さ
と
）
に
誕
生
さ
れ
、

幼
き
頃
よ
り
「
一
を
聴
い
て
十
を
悟
る
」
と

村
人
か
ら
神
童
と
崇
め
ら
れ
た
り
。
当
時
、

学
徳
兼
備
の
名
僧
と
尊
敬
さ
れ
し
、
京
都
本

山
妙
覚
寺
第
十
九
世
日
乾
上
人
に
つ
い
て
修

行
し
、
真
如
房
と
称
さ
る
る
。
一
意
専
心
行

学
二
道
に
精
進
す
。 

 

折
し
も
、
松
倉
城
の
大
家
老
、
玉
ノ
池
伊

織
病
魔
に
お
か
さ
れ
生
死
を
さ
ま
た
ぐ
も
、

日
等
上
人
、
鬼
子
母
尊
神
様
の
御
前
に
於
て
、

一
心
に
法
華
経
・
お
題
目
の
御
祈
祷
に
よ
り
、

病
た
ち
ま
ち
平
癒
す
。
同
じ
く
吉
崎
多
聞
の

妻
の
難
産
を
安
産
に
な
さ
し
め
給
う
。
以
来
、

こ
の
両
名
、
念
仏
の
数
珠
を
切
り
、
法
華
経

の
信
者
と
な
れ
り
。
日
乾
上
人
大
い
に
喜
び
、

玉
蓮
山
真
成
寺
の
山
号
寺
号
と
、
真
如
房
に

慈
光
院
日
等
の
院
日
号
を
授
与
せ
ら
る
。
爾

来
、
本
年
開
創
五
〇
〇
年
を
迎
え
る
也
。 

顧
み
る
に
沙
門
某
（
そ
れ
が
し
）、
昭
和
六
十

一
年
十
一
月
三
日
、
京
都
大
本
山
妙
顕
寺
第

六
十
二
世
加
歴
、
並
び
に
当
山
第
三
十
四
世

師
範
顕
心
院
日
龍
上
人
よ
り
法
燈
を
継
承
し

て
本
年
満
三
十
年
に
至
れ
り
。
こ
の
間
、
檀

信
徒
の
協
力
を
得
、
平
成
十
二
年
十
二
月 

 

            

本
堂
改
修
・
庫
裡
新
築
。
平
成
二
十
七
年
十

一
月
、
本
堂
屋
根
銅
板
葺
き
替
え
工
事
。
平

成
二
十
八
年
十
一
月
、
永
代
久
遠
廟
の
建
設

等
々
。
御
歴
代
の
諸
上
人
並
に
檀
信
徒
の
皆

様
方
の
ご
報
恩
に
報
い
る
為
、
諸
天
善
神
の

ご
加
護
を
受
け
、
寺
観
を
一
新
す
る
こ
と
を

得
た
り
。
は
か
ら
ず
も
宿
福
深
厚
の
縁
あ
り

て
、
本
日
、
日
蓮
宗
富
山
県
青
年
会
各
聖
、

並
び
に
組
寺
々
院
各
聖
、
又
全
国
ご
来
賓
各

諸
上
人
の
ご
臨
席
を
得
、
こ
こ
に
真
成
寺
開

創
五
〇
〇
年
記
念
法
要
を
厳
修
せ
り
。
仰
ぎ

願
わ
く
ば
当
山
ご
開
山
慈
光
院
日
等
上
人
以

来
御
歴
代
々
の
諸
先
師
、
増
円
妙
道
位
隣
大

覚
、
報
地
荘
厳
御
報
恩
謝
徳
。 

殊
更
に
祈
願
し
奉
る
、
当
山
繁
栄
伽
藍
相
続
、

檀
信
徒
の
面
々
、
本
日
参
詣
の
面
々
、
各
々

各
家
家
内
安
全
、
子
孫
長
久
。
家
族
の
面
々

身
体
健
全
に
し
て
如
何
な
る
災
難
来
る
と
い

え
ど
も
、
口
に
妙
法
蓮
華
経
を
唱
う
る
が
ゆ

え
に
、
大
難
は
小
難
に
小
難
は
無
難
に
と
ご

守
護
な
さ
し
め
給
わ
ん
こ
と
を
。 

 

 

南
無
妙
法
蓮
華
経
。 

 

維
時 

平
成
二
十
九
年
十
一
月
四
日
吉
祥 

 

玉
蓮
山
真
成
寺
第
三
十
五
世
之
伝
燈 

浄
心
院
日
徳 

敬
白 

    
 
 
 
 

 

 
 

 

 

「仕合わせの和」 

と打ち込んで頂ければ、ホーム
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